




































くの意見をいただき,本論文の推敲に多大 な ご尽力 をいただきま した。
あ りが とうございま した。
また,偶然 にも同時期 に同 じ専門分野 を学ぶ ことになつた仲 間 とは ,
共 に学び,笑い,悩み,励ま しあって ここまできま した。講義で学んだ
ことや修論の ことでお互いに情報交換 した りして学び を深 めていきま
した。それぞれにすてきな輝 きを持つ仲間たちと共 に過 ごせ て,本当に
幸せで した。
そ して,研究のために授業の機会 をくだ さった,大阪府和泉市立光明
台北小学校元校長 1ヒ野洋一先生,現校長 音野谷成史先生,外国語活動
担 当の古家恵子先生,曽和 尚子先生,ALTのAlex Wealey先生をは じめ ,
御協力 くだ さつた先生方に心か ら感謝 申し上げます。先生方のおかげで ,
研究を進 めることができま した。
最後 にな りま したが,研究及び執筆 に理解 を示 して くだ さつた方 々 ,
励 ま し協力 して くれた友人や家族 に,感謝の気持 ちでいっぱいです。そ
の温かい支 えがあつたか らこそ,大学院における二年間の学びをこのよ
うな形 として出す ことができま した。 この学びを教育の場で還元 してい

































はな く,日本語の指示詞 と英語の指示詞は使用範 囲に違いがあることが
わかつた。「これ」,「それ」,「あれ」の三項対立で近ノ中/遠を表す 日本語
に対 し,英語 は`this'と`that'の二項対立で nearノemoteを表す。心理的
距離の優先度な ど他の面において も,両者 は違いがある。`it'は指示詞 で
はな く,話し手 と聞き手が共通認識 している物 について使用す る人称代
名詞 である。「非直示性」や 「抽象度の高 さ」があ り,幅広 く使用でき
る語である。“What's this?"の自然 な発話場面については,近距離で見
て も対象物が何かわか らない とい う場面や,幼児が知識 を獲得す る時の
会話の場面,発話の裏 に込め られた思いがある場面な どがあった。
上記の調査内容 をふまえなが ら小学校の外国語活動を見てい くと,発
話者 と対象物が遠い距離 にあるに も関わ らず,“What's this?"と発話 し
ているよ うな活動な ど,場面 と対応 していない発話がい くつか見受 け ら
れた。 これは“What's this?"が,近距離のものを指 し示す`this'を使用 し
ているため発話場面が限定 され る性質を持 ってい るのに,単純に 「クイ
ズを出題す る時のフ レーズ」 として使用 した場合,発話 と発話場面が調
和 しない活動がい くつ も出現す るのである。
上記で述べた問題の解決 として本研究では,“What is it?"とい う文表
現の使用 を提案 した。`it'は,話し手 と聞き手が対象物 に対 して共通認識
していれば距離に関わ らず使用す ることができる文表現である。対象物
と発話者が近距離でない と使用できない“What's this?"に対 して ,“What
is it?"は発話 の際に対象物 との距離 を考 える必要がな く,適応範囲が広
い。 さらに“What is it?"は汎用性 が高 く日常の生活で も様 々に使用 され
ていた り, “What time is it?"など似た表現 とも系統性 を持たせて指導
できる。 また音声学 。音韻論的にも, 日本語の母語話者 に とつて難易度
が高い子音結合や, 日本語 にない音素[0]を含む“What's this?"とは異な
り,“What is it?"は,日本語の音声構造 と同 じよ うに「子音」「母音」の
配列 になつてお り, 日本語母語話者 には難易度が低 い。以上の よ うに ,
小学校外国語活動での活用において“What is it?"は,多くの利点を持つ。
なお,活動の形態 としてはまず,発話意欲 を向上 させ るとい う利点が
ある 「クイズ」の活動 を採用 した。 しか し「クイズ」の活動には利点 も
あるが問題点 もある。対象物 について疑間を感 じていない人(出題者)が
疑問文を発話す る,特殊 な状況になって しま う点な どである。そのため ,
自然な発話場面を感 じ取 ることのできる活動 として,物語やスキ ッ トを
利用 した活動 について も採用 した。物語 を利用 した活動では,物語は必




で,繰り返 しが多 く,結末がユニー クなこの物語は,小学生にはぴった
りである。物語を味わ う豊かな活動にもな り,異文化理解 にもつなげる
ことができる。スキ ッ ト活動では,授業 とい う枠内だけでな く,学習者
の 日常生活の中に多 くの発話場面があることに気づかせ られ る。スキッ
トを発表 し合 うこ とによつて多 くの発話場面 を共通認識 できるだけで
な く,仲間 と協力 しなが ら活動す る対話的な学習 にす ることもできる。
このよ うな提案 をもとに学習指導案 を立案 し,公立小学校 5年生を対
象 として実践 した所,実際に授業を した ことによつて見えた意義 と効果
があった。教室内の どこか らで も発話できる“What is it?"は,学習者の
学びの広が りだけでな く,突発的なことに関 して も迅速に対応 できるな
ど指導者の適切な支援 も広げ られ る文表現であることがわかった。物語
やスキッ トを利用 した活動は,物語 を味わった リグループで協力 した り
といった豊かな活動 になつた上に,日常の中にこの文表現の発話の機会
が多 く存在す ることを児童 に感 じ取 らせ ることができた。音声的にも ,
児童 に とつて慣れ親 しみやすい文表現であることがわかった。
本研究では,小学校 で多 く実施 されている“What's this?"とい う文表
現 を使用 した活動 について,その問題点 と解決策を提示 した。 この研究
を第一歩 として,最終 目的である 「小学校 の外国語活動に取 り上げ られ
てい るすべての活動の文法的適切性 について調査・分析す る」 ことをめ
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☆I don't like bananas.
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2 恥 en ls
your
birthday?
友 だ ち の




























































友 だ ち を



























































































































えばLesson8での“What do you study on Tuesday?"をはじめ,“What would













































(1)triangle,ish, recordeL shoe, notebook, eraseL glove,bird, textbook,
piano,mat,bat,cap,map,rulett globe,tomato,tying pan,cup,
14


























































































(5)Brenda:TOmomi,how old are you?























































``We're going to be gone fbr a while














さらに, 日本語では話 し手が指示物にふれていれば必ず 「コ」ではじまる指
示詞が用いられるが,英語では同じ状況下でも`that'が用いられ得ると白谷は
述べている。この例として白谷は,女性がソファで本を読みながらその内容





















つており,話者 と聞き手が共通認識 しているものに対 して使用する。例えば以
下のような場合である。
(10)Kota:India is famous for curry,right?







































恥 ο″ Иル ″J″θ″(1977)の一場面である。女性の映像が突然出現 して
語 り始めたので,男性が驚いて卿Lat's this?"と発話する場面である。
23
(12)Luke:Well,my little ttiend you got somethingjammed in here real
goodo Were you on a Starcruiser or―
(この時突然女性の立体映像が出てくる。)





















“What's this?''  ``It's a pen.''
(陳琳,Printha,E.『英語』(2006).Foreign language teaching and research press.
をもとに作画)
男の子は,近距離にある対象物 「これ」が本当に何なのかわからなかつたので










picture on Jiggs's desk!Oh!I'1l f破him。.."と発話 している例を紹介 している。
25










































































































ないだろう。 しかし,叩Lat is it?"は日常生活の中でも多く使用されている。








“Open the door."She said.
``I've got a surprise for you."











・ “Oh...M■Hongo,may l ask a strange question7'
“What is it?" (Rlの
・ “Thank you,Mom.Oh,no!"
“What is it7' 6.23)
・ “I have an idea."





“What is t?'を使用する利点の二つ日としては,“What time is比?"など似た
文表現にも発展させやすいという点である。卿Lattime isit7'は,『H ,hends!2』
Lesson6“Whattime do you get up?"「一日の生活を紹介しよう」の単元の音声
教材の中に何度も含まれている表現であり,既習事項として節Latisit?"に慣れ
親しんでいれば,発話もよリスムーズになると思われる。「クイズ大会をしよう」








































じめている「ス トー リーテ リング」の手法を,活動に取 り入れていくこととした。
「ス トー リーテリング」とは何か。Green(2009)は,ストー リーテリングは語 り
手と聞き手の双方でつくりだすもので,お話そのものから,また語 り手と聞き手
の相互作用から,子どもの表面だけでなく「内なる存在」に語 りかけるものであ




























































3.3活動実践から得た “恥at is it?"の授業の意義と効果








回,3・4年で 2週に一回の活動を経験 してきた。授業実施月は 5月だったため
に,5年生ではまだ数回しか活動 していなかつた。副教材における“What's this7'










































節島at is it7'の方が, リズムを感 じながら発話 しているようであった。
さらに,気持ちによって発話の音声が変化 していくことにも気づくことがで
きた。例えば,相手がなかなか話 し始めずに,「あの…・。」「その…・。」ともじも
じしている時の発話では,「早く言つてよ !」「何なの ?」 とい うように少 しイラ






















おいても,活動後のふ りかえリカー ドからは 「『ガサガサ…。』となったら
























































発話 しているような活動や,対象物を`it'で表 して“It has four legs."とクイズの













































































12ストー リー テリングについて,詳しくは,E■in Green(2000を参照のこと。
13英国の著名なス トー リー テラーNicola Grove氏によるス トー リーテリングの実践を,
筆者は体験した。表現力豊かでダイナミックな活動であつた。また筆者は,Vlcky




























陳琳,Printha,E。(2006)。『英語』Foreign language teaching and research press.





































『COLUMBUS21 ENGLISH COURSE l』光村図書.
『NEW CROWN ENGLISHSERIES l』三省堂.
『NEW HORIZON English Course l』東京書籍.
『ONE WORLD English Course l』教育出版.
『Sunshine ENGLISH COURSE l』開隆堂.
『TOTAL ENGLISH l』学校図書.
政府刊行物等
文 部 科 学省 (2012)。「“Hi,friends"関連 資 料 学 習 指 導 案 Hi,friends!1
Lesson7」
http:ノ/www.mext.go.jpノa_menukokusaiノgaikokugo/1314837.htm ( 閲 覧
日:2016年12月17日)








『 スター・ ウォーズ 新たなる希望(エピソー ドⅣ)(リミテ ッド・エディショ
ン2枚組)』 (DVD).
Schulz,C.谷川俊太郎訳(2015)。「助 ο2ρy θο″」ia sθ力θ″θコθθむ″KADOKAWA.
Walker,M。(1989)。 “rhθ Gingθrbrθ′ごMa22 L」i`ιle Fο″ '  Pearson Japan.
46
巻末資料








な活動の 1つである。副教材『 Hi,Friends!』の単元“What's this?"では,こ
のようなクイズ的要素を多 く含んだ活動が例示 されている。今回は,“What's
this?"と同 じよ うな場面で使用でき, しか も汎用性が高 く音声的にも日本語
母語話者にとつて難易度の低い“What is it?"の文表現を中心 として,例示 さ
れたクイズ的要素のある活動を取 り入れ ることとした。 さらに“What is it?"




′ごコ′コを使用 してのス トー リーテ リングの活動や,“What is it?"
の様々な使用場面をスキッ トに して体験す る活動などを実施することとした。
これ らの活動形態は,“What is it?"を単なる 「クイズの活動での文表現」 と
い う認識か ら一歩進んで,物語 とい う文脈の中で“What is it?"の自然な発話
状況を感 じ取つた り,児童 自身の 日常生活での使用場面を,スキ ッ トとい う
形で知ることができた りする,発展的な授業の提案になるといえる。児童が
様々な活動を通 して“What is it?"の表現に慣れ親 じむことができるとともに ,







標目 主 な 活 動
1 ① “What is it?"の音声を,楽しみながら体験す
る。
② クイズ大会などを通 して ,















物語やゲームを通 して“What is it?"を何度 も















② スキットを演 じること 。それを鑑賞すること
を通 して,“What is it?が普段でもいろいろな
場面で使えることに気づく。






(3)スキッ トを発表 し合 う。
(4)ふりかえ り
48
第 1時の指導 クイズを通 して “What is it?"の文表現に慣れ親 しもう !
(1)日標
① クイズ大会などを通 して,“What is it?"“It's～. の会話に慣れ親 じむ。





ミステ リーボ ックス (ブラックボ ックス),
ミステ リーボ ックスに入れる物 (パイナ ップル・キー ウィなど)
(4)評価規準
。英語には独特の リズムやイン トネーションがあることに気づき,楽しみ
ながら体験を通 して積極的に慣れ親 しもうとしている。 (言語の気づき)
(外国語への慣れ親 しみ )
。英語のゲームやクイズな どを,クラスの仲間とコミュニケーションしな



























How's  the  weather
today?
What day is it today?
What's the date today?















ないよ うに絵 を描 くよ
うにする。問題を出す児





















使 用 した 単語 を使
う。ALTの言葉を復
唱 し,キー ワー ドの時は
相手の指をつかむ。




し くゲ ー ム が
で き て い る か




ミ ス テ リ

























What dish is it in?
◎ 英 語 の リズ
ム を感 じな が
ら積 極 的 に発
声 し よ う と し
ているか (慣れ
親 しみ )
英 文 の 意 味 が
分 か りに くい
様 子 な ら ば ,
「あ な た は 好
き ?」「どんな
色 ?」 「どんな
料 理 に 入 つ て
いる ?」 などと





あ い さ つ
(5分)
ふ りかえリカー ドに,今日




Thank you, C)O sensei.
Thank you,friends!!
See you!
Did you have a good
time?
That's all for tOday.
See you!!
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“What is it?"“It's～."``Oh,No!!"“I'm hungry."“Run!Run!Run!"
gingerbread lnan,dog,monkey,fox,butter,egg,IIlilk,flour
(3)教材
・ス トー リーテ リングで使用するもの














































How's the weather today?
What day is it today?
What's the date today?






































で は 有 名 な 物
語 で あ る こ と
を知る。
音 声 な どで 参
加 しながら,英

































はゆつ く り言 つた り緩急






音 声 に 慣 れ 親
































◎ ル ー ル を守
り,相手の目を
見 て 積 極 的 に





















その後板書 し, リピー ト
させる。
Hi! Hi!!
What is it? It's ～ .
Oh,good!!  What is it?
It's～ Oh,nice!!








ふ りか え リカー ドに,今




Thank you, O sensel.
Thank you,friends!!
See you!!
Did you have a good
time?
That's a l ibr today.
See you !
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② スキットを演 じることや,それを鑑賞することを通 して,“What is it?"
が普段でもいろいろな場面で使えることに気づく。
③ 実際にスキッ トの中で“What is it?"を一緒に発声 し,気持ちの違
いによる音色の違いを楽 しむ。
(2)本時に学習する基本的な表現や語彙
``What is it?"“It's～."“Oh,No!!"“Wow!!"“Here you are!!"“Thank you!!''
(3)教材
・ スキッ トの台本
・スキッ トで使用するもの (UFOの絵・携帯・プ レゼン トの中身 。テス ト)
(4)評価規準
・“What is it?"を使 つてのスキッ トを,グループの仲間 と楽 しくコミュニケ
ーションしなが ら協力 して実施 しようとしている。(コミュニケーシ ョンの
関心・意欲・態度 )
・“What is it?"の入つているスキ ッ トを演 じた り見た りすることを通 して ,
普段の生活でも使える場面があることに気づ く。 (言語の気づき)
。英語 も, 日本語 と同 じように リズムやイン トネーシ ョンがあること,気持
ちを込めることで言い方や雰囲気 もかわることに気づき,体験を通 して楽



























How are you, ○ ○ (日
直)?
How's the weather today?
What day is it today?
What's the date today?





















い ろ い ろ
な 状 況 で





資 料 Ⅲ 参
照 )





























じを取 りに来 させ る。
・ くじには,それぞれの
状況 の台本 が書 かれ
てある。それをグルー
プの メ ンバ ー で演 じ
させる。
小道 具 のい る状況 の
グループには,それを
渡す。






◎ グル ー プ で
協力 して,スキ
ッ トを作 り上
げ て い こ うと
している。
(コ ミュニケー
シ ョ ン )
◎積極的に,す
す ん で 英 語 を













Thank you, O sensei.
Thank you,friends!!
See youH
Did you have a good
time?
That's all for today.
See you !
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資料Ⅱ  劉bJコgerb″aごコaコ 台本
(1)  Preparation in advance
① “When I(teacher)say`ガサガサ (gasa gasa)',you(students)say
`What is it?'"
② ``When l say`Pyu…nnn!',you say`Run!Run!Run!!'"
③ “When l say`Oh!No!',you say`I'nl hungry!!'"
(2)Casts:
Envelope l(boy):.¨..… …………・hOmeroom teacher
Envelope 2(gingerbread man)。A¨LT
Envelope 3(dog).………………¨ ・¨  V01unteer l
Envelope 4(Inonkey).¨..¨ ・¨  V01unteer 2







l.Once upon a tilne,,,There is a.…
2.ガサガサガサ…・“What is it?"(Envelope l)“A boy。"“It's a bOy."
3.“Oh,No!''  ``I'm hungryl''
59
4.“He said...UInmm.…Oh!Cooking!!"
5.So he came back to his house。(mov ng th  paper puppet)(Bowl,Whisk)
6.  カトナガサガサ・・・“What is it?"  ``Milk!''“It's milk." (picking up IIlilk)
ガサガサガサ …。“What is it?" “Bu ter!"“It's butter."(picking up butter)
ガサガサガサ  “What is it?"“An egg"“It's an egg。"(picking up an egg)
ガサガサガサ  “What is it?"“Flour!"“It's■our."(picking up an flour)
(ここで 「小麦粉 と花の英語の音声が同 じ」 こ とについて気づ く児童が多い。
気づいた こ とについて褒 め,この よ うに同音 であるものが英語 に もあることを伝
える。 表記 が違 うことについて も軽 くふれてお く。 )
7.“Then mix,mix,mix..."(pretending to mix it)
“Mix,Illlix,mix,,,"  (pretending to knead it )
8.Finally,he put it into an oven.
9.“OK!Ummm..."
10.“Oh,good smell!"
11.∫(Oven's sound)“Oh!It's just finished!!''
12.He tried to open it.So.…
13.ガサガサガサ …・“What is it?"(Envelope 2)
14.``It's.…a gingerbread IIlan!!"
15。Suddenly,the gingerbread lnan began tO escape!
16.“Pyu一nnn!''“Run!Run!Run!''“Run!Run!''
(Running around the classroom.)
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17.The boy said,
18.“Oh!Nol''  ``I'In hungry!''
19.The boy was chasing the gingerbread nlan。(chas ng it!)
``No,No,No,   Wait,wait,wait.…''
20.``Unll■?There is something….''
21.ガサ ガサガサ …・ “What is it?"(Envelope 3)“It's a dOg!"
22.The dog said.…
23.“Oh!No!''  “I'ln hungry!"
24.But the gingerbread man began to escape!
25.“Pyu…nnn!"  “Runl Run!Run!''“!Run!Run!''
(Running around the classroom.)
26.The boy and the dog were chasing the gingerbread IIllan!
(chasing it!)
``No,No,No.   Wait,wait,wait.…"
27.``Unlm?There is something….''
28.ガサガサガサ …・ “What is it?"(Envelope 4)“It's a mOnkey!"
29.The lnonkey said.…
30.``Oh!No!''  ``I'lln hungry!''
31.But the gingerbread IIIlan began to escapel
32.“Pyu…nnn!" ``Run!Run!Run!''“Run!Run!Run!''
(Running around the classroom.)
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33.The boy and the dog and the lnOnkey were chasing the gingerbread IIllan!
(chasing it!)
``No,No,Noo   Wait,wait,wait.…''
34.ガサガサガサ …。“What is it?"(草の所か ら出て くる)“It's a fOx."
35.But the fox said,




40.``Please sit on lny back!I'1l take you!!''
41.“Oh,thank youl!"
42.So the gingerbread lnan sat on his back.
43.“Oh,I relax."
44.
45.  There was a big river in front ofthem.
(drawing a river's picture on the blackboard)
46.The gingerbread man said,
47.“Oh,no.…I can't swim.…"
48.The fox said,





53.The fox swam and swaIIl and swam.
54.The rlver was deeper and deeper.…
55.The gingerbread l■an sai ,
56.“Oh,No!!I'm wet,I'm wet!!"
57.The fox said,




62.Then the gingerbread lnan sat on his head.
63.The gingerbread llllan said,
64.``Oh!It's very dangerous!!Bad balance!!Please help me!!





69.So the gingerbread IInan sat on his nose near his llnouth.
70.“OK….……・"
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71.Suddenly the fox laughed.
72.“Ha!Ha!Ha!!"(laughing darkly)
“It's a trick.…"
73.''Actually, じて)は・ ・ ・I'nl very hungry!!!
74.“The gingerbread man,thank youH Ahhhh.…"(opening his llllouth)
75.“No,No,No,No,No,No,Nol Wait,Wait,Wait,Wait!NO0000!!"
76.``Thank youl See you,the gingerbread lnan!!"
77.That's why the Gingerbread Man was eaten by the fox。
78。こんなわけで,ジンジャーブ レッ ドマ ンはきつね に食べ られ て しまいま した と
さ。 めでた しめでた し――。
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資料Ⅲ  スキット  台本
① The title(題):「ふ くらんでる ?」
登場人物 :ナレーター,A,B,C(Cは,ポケ ッ トにお金を入れてお く)








(ゆつくりと 0。・・ お金を 1たばずつ出す・ 0。。)
A:「え !。」
B:「何なんそれ ?“What is it?"」(見ている児童 も後について発話する。)







先生 :「はい,静かに。今からテス ト配るで―.」 (テス トの紙を配る。)
A,B,C:(鉛筆を持つて,テス トをやつているふ りをする。)
A:「(テス トを見てお どろく)え― ?」
B:「(テス トを見てお どろく)見たことない問題いつぱいある― !」
C:「(テス トを見てお どろく)何これ― !What i8 it?」(他の児童 も発話。)
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③ The title(題):「おや ?」
登場人物 :ナレーター,A,B,C




















A「はい。・・ うん。 …。うん 。・・。 うん 。・・。
・・・・・・ (突然大きい声で)え―?ほんまに?!」
「・ 。・ わかつた。 じゃ―ね―.」 (電話を切 るふ り。)
B:「なになに?どうしたん ?What is it?」(他の児童も発話。)
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⑤ The title(題):「? !」
登場人物 :ナレーター,A,B,C











B:「何なんやろう・・ O Whatis it?(他の児童も発話。)
⑥ The title(題):「ん ?」










A:「え 。・・・・。今,何か見えたような 。・・ 」
B:「何やろ う。。・ ??・・・・What is it?」(他の児童も発話。)
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「あ― !おはよう―。何か しゃべってたん― ?」
「あ,ちょうどいい所に来た来た一 !」
「あんなあんな―・・・ .」













































(ゆつくり・・ 0。出す 。・・。)「・・ 。・・・。」













C:「目をつぶつて,そ―っと中のものを取 り出 してください !」
(先生には中のものが見えないように,気をつける。)
(担任の先生には,準備の時にばれないように,気をつける。)
担任の先生 :「何 これ― !What is it?J(他の児童 も発話。)
